
置堕

ケ
ン

こ
八
五

し
て
江
沼
郡
山
凶
党
教
寺
に
住
持
し
た
が
、
永
隊
十
一
下
の
差
誌
の
な
い
の
は
、
地
積
を
測
る
竿
で
伸
縮
を
一
の
治
世
た
る
慶
長
九
年
乃
笠
十
三
年
に
越
中
磁
波
・
一
検
地
出
荷
と
呼
ん
で
‘
村
高
の
増
加
と
し
て
政
へ
ら

年
十
周
法
統
制
逃
に
よ
り
て
殺
如
の
嫌
疑
を
党
け
、
一
し
た
も
の
か
と
考
へ
ら
れ
る
o
地
般
の
名
目
は
町
段
一
射
水
・
新
川
諸
郡
、
元
和
二
年
に
加
賀
の
能
楽
・
石
一
れ
た
。

震
に
徳
川
町
し
た
o
今
窓
側
部
・
反
政
審
マ
紀
組
門
事
一
畝
を
十
挫
法
に
よ
。
、
一
畝
は
三
十
六
歩
で
あ
っ
た
。
一
川
・
加
賀
郡
及
び
能
登
の
各
部
、
元
利
率
・
に
も
能
一
ケ
ン
チ
ユ
ウ
シ
寂
忠
一
澗
明
治
元
年
越
後
機
事

政
・
砲
寺
鰍
同
等
の
若
が
あ
る
。
允
邸
元
年
十
周
品
川
一
会
一
〉
賊
臣
秀
吉
町
の
線
地

i
m翻
太
閣
僚
地
は
剛
院
長
三
一
m
R
の
各
都
の
検
地
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
鰐
説
部
・
江
一
の
後
、
前
倒
磁
器
・
は
そ
の
武
威
を
顕
し
、
朝
恩
の
原

四
日
寂
、
静
七
十
二
。
一
年
白
山
山
館
東
谷
・
西
谷
の
外
、
江
沼
郡
及
び
能
楽
一
沼
郡
に
就
い
て
は
腕
停
を
繰
く
が
、
矢
凝
り
何
れ
の
一
き
を
拝
し
た
こ
と
は
、
戦
夜
者
の
保
範
に
到
ふ
腕
多

ケ
ン
ソ
ウ
袋
相

J
ジ
ツ
キ
ヨ
ウ
従
能
。
一
州
仰
の
一
郎
に
の
み
行
は
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
そ
の
検
一
時
に
か
験
地
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
之
に
よ
っ
て
一
い
と
な
し
、
少
拳
事
陸
原
慎
太
郎
・
椴
少
欝
事
小
川

ゲ
ン
ソ
ウ
玄
宗

4
レ
Y
ノ

ウ

蓮

能

。

一

m使
は
東
谷
が
古
川
凶
徒
階
、
関
谷
が
朽
木
河
内
守
元
一
越
中
が
三
百
六
十
歩
一
段
の
制
で
あ
る
か
ら
、
検
地
一
清
太
に
論
調
し
、
コ
一
年
彼
等
の
姓
名
を
石
に
刻
し

ゲ
ン
ソ
ウ
ジ
鍾
相
寺
珠
洲
柑
大
均
に
在
っ
て
二
綱
で
あ
っ
た
o
斗
代
は
上
同
一
段
九
斗
代
、
中
国
八
一
が
行
は
れ
な
か
っ
た
と
す
る
誌
の
誤
謬
な
る
こ
と
が
一
て
、
城
東
臥
龍
山
上
風
党
明
拐
の
地
に
樹
て
、
叉
枇

提
出
訳
東
涯
に
闘
す
る
。
初
め
正
罰
則
寺
末
で
あ
っ
た
一
斗
代
、
下
回
六
斗
代
、
上
品
七
斗
代
、
・
中
島
五
斗
代
、
一
知
ら
れ
る
。
包
し
何
故
に
越
中
の
み
が
三
百
歩
一
段
一
般
を
興
し
て
英
嬢
銀
座
の
腕
と
し
、
そ
の
拝
殿
と
し

が
、
明
治
九
年
四
月
本
山
の
直
末
と
な
っ
た
。
一
下
品
三
斗
代
、
屋
政
七
斗
代
で
あ
る
。
地
績
は
町
段
一
で
な
い
か
の
理
陶
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
後
鹿
安
一
て
域
内
の
能
擁
護
を
移
し
、
鹿
取
の
筆
に
成
る
顕
忠

ケ
ン
タ
イ
キ
モ
イ
リ
袋
帯
肝
煎

4
キ
モ
イ
リ
一
畝
が
十
能
法
で
あ
り
、
一
一
献
は
三
十
歩
で
あ
る
。
一
元
年
に
は
再
び
石
川
郡
の
検
地
を
行
う
た
こ
と
は
あ
一
の
額
を
掲
げ
、
跡
門
と
し
て
は
一
一
J

丸
御
殿
の
底
門

肝

煎

。

一

ハ

四

〉

前

川

利

家

の

織

地

l
利
家
は
天
正
十
一
年
初
め
一
る
が
、
そ
の
他
一
部
に
沼
ず
る
惣
棟
地
を
行
う
た
こ
一
を
用
ひ
た
。
腿
滞
置
腐
の
後
小
川
消
太
等
制
謀
。
、

ゲ
ン
ダ
ヒ
ラ
源
平
げ
わ
ダ
鳳
京
一
榔
字
削
持
山
一
て
側
主
ゅ
の
検
地
を
行
う
た
o
是
は
筒
太
胤
の
検
地
一
と
な
く
、
盛
安
以
降
承
服
・
明
時
・
高
治
等
に
亙
つ
一
年
々
祭
記
を
密
ん
で
沓
滞
侯
の
志
を
紹
ぎ
、
三
十
二

分
の
内
の
小
学
。
一
以
前
だ
か
ら
、
一
段
三
百
六
十
歩
で
、
百
八
十
歩
を
一
て
、
隠
聞
を
護
き
、
川
勝
等
の
鑓
地
を
査
定
す
る
揚
一
年
前
倒
利
嗣
の
参
拝
し
た
時
に
は
、
碑
石
悦
に
雨
露

ケ
ン
ダ
ヒ
ラ
ダ
ケ
見
卒
誠
一
万
げ
珠
洲
梢
大
一
字
、
一
一
百
四
十
歩
を
大
、
百
ご
十
歩
を
小
と
記
さ
れ
一

A
n
に
局
部
的
棟
地
を
行
う
て
ゐ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
一
の
壊
る
腕
と
な
っ
て
跨
た
か
ら
、
一
二
十
四
年
二
用
之

谷
の
う
ち
巾
局
部
第
の
商
南
方
に
あ
る
山
o
お
さ
一
一
一
一
て
ゐ
る
。
次
い
で
天
正
十
九
年
文
鴎
主
榔
を
横
地
せ
一
然
る
に
共
の
後
廷
に
検
地
の
取
扱
鑓
じ
、
古
聞
は
鶴
一
を
再
活
せ
し
め
、
同
年
宮
内
省
よ
り
本
枇
を
官
祭
招

七
八
米
o
地
質
第
三
紀
居
。
一
し
め
た
が
.
利
家
は
前
年
秀
吉
の
命
を
事
じ
て
奥
州
一
地
の
路
地
畿
の
不
足
し
た
揚
合
で
も
容
易
に
検
地
を
一
魂
祉
に
列
し
、
保
祭
幣
吊
科
を
下
賜
せ
ら
れ
る
恩
命

ケ
ン
チ
檎
地
ハ
一
〉
織
同
信
長
の
織
地

l
殴
作
一
を
検
地
し
た
か
ら
、
こ
の
時
に
は
三
百
歩
一
段
の
新
一
施
行
せ
ず
、
文
新
開
極
高
・
畑
寵
様
高
等
に
は
、
本
一
に
接
し
、
一
二
十
六
年
前
山
路
喰
の
贈
位
せ
ら
れ
た
時
、

方
都
例
租
税
略
併
に
天
一
止
十
年
に
信
技
の
有
司
が
娘
一
制
に
依
っ
た
こ
と
な
る
べ
く
、
又
阿
年
九
且
卓
也
臣
高
一
検
地
の
手
一
綴
紫
維
な
る
が
故
に
、
内
検
地
を
以
て
之
一
侯
博
家
は
真
に
誠
一
後
の
祭
典
一
億
興
貨
を
寄
附
す
る
こ

て
加
賀
・
能
管
の
検
地
を
行
う
た
と
い
ひ
、
政
談
恩
一
白
固
定
背
に
替
を
奥
へ
て
、
加
賀
・
能
資
に
於
け
る
彼
一
に
代
へ
る
こ
と
に
し
た
。
一
と
に
な
っ
た
o
J
Y
ヨ
ウ
コ

y
y
ヤ
招
弛
祉
。

母
国
に
そ
の
加
到
に
来
た
も
の
は
松
永
久
秀
で
あ
る
と
一
が
験
地
の
努
を
貸
し
て
ゐ
る
か
ら
、
濁
鳳
奈
榔
の
み
一
ゲ
ン
チ
減
銅
器
政
の
時
、
士
人
が
そ
の
偲
面
一
ケ
ン
チ
ョ
ウ
慶
長
金
制
伸
長
宗
束
波
趨
願
寺
の

記
す
外
、
極
々
の
設
が
あ
る
。
越
資
質
一
一
一
州
志
に
は
、
一
な
ら
ず
、
鹿
く
踊
凶
に
亙
っ
て
之
を
行
う
た
こ
と
L

一
を
汚
し
、
又
は
喰
務
上
非
行
の
あ
っ
た
場
合
に
、
知
一
日
前
。
高
倉
摂
践
に

mmん
で
疑
司
と
な
り
、
文
政
の
加

之
を
天
正
九
年
に
係
け
、
検
川
伎
を
官
屋
録
制
・
制
一
忠
は
れ
る
。
一
行
被
召
放
の
磁
分
を
奥
へ
る
程
度
に
歪
ら
な
い
も
の
一
割
以
法
論
の
際
に
は
お
助
け
方
の
…
人
で
あ
っ
た
。

宮
行
持
別
で
あ
っ
た
と
し
て
ゐ
る
が
、
此
等
は
皆
様
民
一
ハ
五
〉
M

記
述
飽
の
接
地

l
泊
時
路
島
宇
都
は
利
家
の
興
一
は
、
僅
か
に
知
行
の
一
都
を
波
牧
せ
ら
れ
る
こ
と
が
一
ゲ
ン
チ
ョ
ウ
源
調

J
ズ
イ
ガ
Y
ゲ

Y
チ
ョ
ウ

な

訟

で

な

い

。

一

力

投

辿

飽

の

領

有

で

あ

っ

た

が

、

そ

こ

に

も

同

じ

く

一

あ

っ

た

。

滅

知

と

い

ふ

の

は

是

で

あ

る

。

一

瑞

巌

源

掬

。

。
一
〉
村
上
級
勝
の
験
地

i
盟
臣
秀
吉
の
験
地
は
、
そ
一
検
地
の
行
は
れ
た
こ
と
は
、
能
管
部
上
村
の
水
般
に
一
ケ
ン
チ
イ
シ
け
ん
ち
右
鹿
島
都
島
別
腕
に
径
一
ケ
ン
チ
ン
袋
舘

4
レ
ジ
ジ
ヨ
ウ
恕
来
。

の
最
も
晩
年
に
北
陸
に
行
は
れ
る
の
だ
か
ら
、
能
炎
一
天
正


